
  

 
  

 
 

 
 
 
 

  満期返戻金のある損害保険の保険料 

Ｑ：当社は、このたび満期返戻金のある損

害保険に加入しました。保険料はどのように

処理をすればいいのですか？ 

 

Ａ：積立保険料に相当する部分は、資産に

計上し、その他の部分の金額は、保険期間の

経過に応じて損金の額に算入します。 

【解説】 

いわゆる積立型の損害保険の保険料は、危

険の担保に充てるための掛捨ての損害保険料

部分と、契約満了時に契約者に支払う返戻金

に充てるための積立保険料部分から成り立っ

ています。 

こうした保険料については、次のように取

扱うこととされています。 

・ 積立保険料に相当する部分の金額 

保険期間の満了又は保険契約の解除もし

くは失効のときまで資産に計上する。 

・ その他の部分の金額 

保険期間の経過に応じて損金の額に算入

する。(ただし、払込期日以後１年以内の

期間分の保険料については、短期前払費用

に該当しますので、支出時の損金の額に算

入することが認められています) 

なお、この場合の積立保険料に相当する部

分とその他の部分の金額は、保険料払込案内

書や保険証券添付書類、保険契約申込書等に

よって区分されている金額によるものとされ

ています。 
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